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真
冬
の
選
挙
戦
、

　
　
割
を
食
っ
た
の
は
？

　

高
市
政
権
に
よ
る
「
首
相
の
専
権
」
と
さ

れ
る
「
７
条
解
散
」
か
ら
の
衆
院
選
が
行
わ

れ
た
。
果
た
し
て
「
首
相
の
専
権
」
と
し
て

お
こ
な
わ
れ
た
今
回
の
解
散
の
大
儀
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
、
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。

　

こ
の
解
散
劇
、
厳
密
に
は
「
衆
議
院
で

内
閣
不
信
任
が
可
決
さ
れ
た
場
合
、
又
は

信
任
の
決
議
案
が
否
決
さ
れ
た
と
き
の
み

10
日
以
内
に
総
辞
職
か
、
ま
た
は
衆
議
院

を
解
散
で
き
る
と
書
か
れ
て
い
る
」
と
憲

法
69
条
に
書
か
れ
て
お
り
、「
７
条
解
散
」

そ
の
も
の
の
是
非
を
問
題
視
す
る
向
き
も

あ
る
よ
う
だ
。

　

何
よ
り
も
解
散
か
ら
16
日
後
の
投
開
票

と
い
う
ス
パ
ン
は
、
戦
後
最
短
だ
っ
た

２
０
２
１
年
衆
院
選
の
17
日
後
を
凌
ぐ
新

記
録
で
、
２
０
２
４
年
10
月
に
行
わ
れ
た

衆
院
選
か
ら
２
年
も
経
た
ず
に
解
散
・
選

挙
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
の
衆
院
議
員
が
任

期
の
３
分
の
１
に
も
満
た
な
い
状
態
で
失

職
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
通
常
国
会

に
お
け
る
冒
頭
解
散
も
60
年
ぶ
り
で
戦
後

２
回
目
と
な
り
、
１
９
９
２
年
に
１
月
に

通
常
国
会
が
召
集
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め

の
事
で
あ
る
。
特
に
雪
国
に
お
け
る
雪
に

よ
る
選
挙
活
動
や
投
票
へ
の
影
響
が
心
配

さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
受
験
シ
ー
ズ
ン

と
も
重
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
の
解

散
選
挙
実
施
は
極
め
て
異
例
で
あ
り
疑
問

符
が
残
る
も
の
と
な
っ
た
。
因
み
に
１
月

の
解
散
は
海
部
俊
樹
首
相
の
１
９
９
０
年

以
来
36
年
ぶ
り
で
あ
る
。

　

解
散
に
お
け
る
高
市
首
相
の
主
張
は
「
私

が
内
閣
総
理
大
臣
で
よ
い
か
」
を
問
い
た
い

と
い
う
も
の
で
、
有
権
者
は
、
何
と
な
く
正

月
気
分
の
名
残
が
あ
る
状
態
の
ま
ま
に
、
い

き
な
り
高
市
首
相
の
人
気
投
票
に
付
き
合
わ

さ
れ
る
よ
う
な
状
況
と
な
っ
た
。

　

２
０
２
６
年
１
月
19
日
に
行
わ
れ
た
高

市
内
閣
総
理
大
臣
記
者
会
見
の
冒
頭
で
、

高
市
首
相
は

　
「
高
市
早
苗
が
、
内
閣
総
理
大
臣
で
良

い
の
か
ど
う
か
、
今
、
主
権
者
た
る
国
民

の
皆
様
に
決
め
て
い
た
だ
く
、
そ
れ
し
か

な
い
。
そ
の
よ
う
に
考
え
た
か
ら
」

　

と
発
言
し
た
。
さ
ら
に「
日
本
列
島
を
、

強
く
豊
か
に
。」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、

　
「
高
市
内
閣
が
取
り
組
み
始
め
た
の
は
、

全
く
新
し
い
経
済
・
財
政
政
策
を
始
め
、

国
の
根
幹
に
関
わ
る
重
要
政
策
の
大
転

換
」
と
続
け
た
。

　

結
果
的
に
１
月
23
日
に
衆
議
院
を
解

散
。
２
月
８
日
に
投
開
票
と
な
っ
た
の
は

ご
存
知
の
通
り
で
あ
る
。

　
団
栗
の
背
比
べ
？

　
　
　
似
通
っ
た
公
約
だ
ら
け

　

そ
れ
で
は
今
回
の
選
挙
に
お
け
る
各
党
派

の
公
約
の
中
か
ら
の
抜
粋
を
見
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
高
市
氏
率
い
る
自
由
民
主
党
で
あ

Ⅳ

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

三
木
寛
郎

る
が
、
冒
頭
の
〝
経
済
・
財
政
〟
の
項
に

謳
わ
れ
て
い
る
の
が
、

―
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
の
も
と
、

危
機
管
理
投
資
と
成
長
投
資
で
「
強
い
経

済
」
を
実
現
す
る
。
Ａ
Ｉ
・
半
導
体
な
ど

17
の
戦
略
分
野
に
集
中
投
資
。
そ
の
た
め

の
新
た
な
予
算
枠
を
設
け
、
複
数
年
で
の

機
動
的
な
財
政
出
動
を
可
能
に
す
る
。

　

政
府
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総

生
産
）
比
を
着
実
に
低
下
さ
せ
る
。
食
料

品
は
２
年
間
消
費
税

0

0

0

の
対
象
と
し
な
い
こ

と
に
つ
い
て
、
国
民
会
議
で
実
現
に
向
け

た
検
討
を
加
速
す
る
。

―

と
あ
る
。
次
に
中
道
改
革
連
合
は
、
同
様

に
冒
頭
の
経
済
・
財
政
の
項
で

―
フ
ァ
ン
ド
創
設
や
基
金
の
活
用
な
ど

で
新
た
な
財
源
を
つ
く
り
、
２
０
２
６
年

秋
か
ら
恒
久
的
な「
食
料
品
消
費
税

0

0

0

ゼ
ロ
」

を
実
現
。減
税
と
生
活
支
援
の
二
刀
流「
給

付
付
き
税
額
控
除
」
を
創
設
す
る
。

―

　

国
民
民
主
党
は

―
手
取
り
を
増
や
す
た
め
減
税
に
取
り
組

人
気
投
票
？
　
大
義
な
き
闘
い
？

　
～
衆
院
選
の
大
義
は
ど
こ
に
～
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む
。
住
民
税
の
控
除
額
を
引
き
上
げ
、
所
得

税
の
基
礎
控
除
の
所
得
制
限
を
撤
廃
。
賃
金

上
昇
率
が
物
価
＋
２
％
に
安
定
す
る
ま
で
、

消
費
税

0

0

0

を
一
律
５
％
に
す
る
。

―

　

日
本
共
産
党
は

―
消
費
税

0

0

0

は
５
％
に
減
税
し
、
さ
ら
に

廃
止
を
め
ざ
す
。
財
源
は
大
企
業
や
富
裕

層
に
応
分
の
負
担
を
求
め
る
税
制
改
革
で

確
保
。

―

　

れ
い
わ
新
選
組
は

―
消
費
税

0

0

0

、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
廃
止

す
る
。
現
金
10
万
円
を
一
律
給
付
し
、
季

節
ご
と
の
イ
ン
フ
レ
対
策
給
付
金
も
。
ガ

ソ
リ
ン
税
は
ゼ
ロ
。法
人
税
は
引
き
上
げ
、

累
進
に
。

―

　

そ
れ
以
外
で
は
〝
経
済
・
財
政
〟
と
い

う
括
り
は
な
い
も
の
の
減
税
日
本
・
ゆ
う

こ
く
連
合
は

―
特
定
の
国
や
巨
大
資
本
、
国
際
金
融

や
多
国
籍
企
業
の
論
理
に
左
右
さ
れ
な

い
、
真
に
独
立
し
た
日
本
を
取
り
戻
す
。

消
費
税

0

0

0

は
廃
止
。「
人
へ
の
投
資
」
が
軸

の
経
済
社
会
を
つ
く
る
。

―

　

参
政
党
は

―
消
費
税

0

0

0

廃
止
。
積
極
財
政
で
社
会
イ

ン
フ
ラ
（
上
下
水
道
、
道
路
等
）
を
再
整

備
。

―

　

日
本
保
守
党
は

税
〟
が
登
場
す
る
有
様
な
の
で
あ
る
。
そ

れ
な
ら
ば
、
現
状
維
持
な
の
か
廃
止
す
る

の
か
、
引
き
下
げ
る
の
か
、
課
税
対
象
を

検
討
す
る
の
か
、
さ
ら
に
関
連
す
る
社
会

保
険
に
ま
で
論
戦
を
展
開
し
て
い
く
の

か
、
国
会
と
い
う
〝
場
〟
に
お
い
て
侃
々

諤
々
の
議
論
を
尽
く
し
、
そ
の
論
戦
の
内

容
を
国
民
の
前
に
曝
け
出
し
、
よ
り
奥
行

き
の
あ
る
理
解
を
国
民
か
ら
獲
得
す
る
よ

う
に
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
筋
だ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
解
散
選
挙
に
お
け
る
首
相
の
振
る

舞
い
は
、「
面
倒
臭
い
消
費
税
の
論
議
を
避

け
、
手
っ
取
り
早
く
人
気
投
票
」
を
行
う
こ

と
で
自
民
党
の
掲
げ
る
政
策
を
押
し
通
そ
う

と
い
う
意
図
が
露
骨
に
表
れ
て
い
る
と
感
じ

る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
あ
る
ま
い
。

　

国
民
か
ら
選
ば
れ
た
代
議
士
諸
氏
の
英

知
を
結
集
し
、
そ
の
智
慧
を
絞
っ
て
議
論

を
重
ね
、
よ
り
国
民
の
視
点
に
立
っ
て
の

政
策
を
論
じ
、
講
じ
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ

が
代
議
士
や
政
治
家
の
使
命
な
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

政
治
家
は
、
国
民
の
た
め
に
働
い
て
こ

そ
な
の
で
あ
る
。

　

い
ま
か
ら
で
も
遅
く
は
な
い
、
し
っ
か

り
と
議
論
を
重
ね
、
国
民
が
納
得
で
き
る

政
策
を
打
ち
出
し
て
ほ
し
い
と
願
う
。

く
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ

ト
、
自
動
運
転
な
ど
、
こ
れ
か
ら
伸
び
る

産
業
に
力
を
入
れ
る
。
消
費
税

0

0

0

を
下
げ
る

こ
と
よ
り
も
、
社
会
保
険
料
を
下
げ
る
こ

と
を
優
先
す
る
。
高
額
療
養
費
制
度
の
負

担
上
限
額
引
き
上
げ
に
は
反
対
。

―

　

驚
く
こ
と
に
11
あ
る
党
派
の
公
約
の
冒

頭
部
分
に
〝
消
費
税
〟
が
登
場
し
た
の
で

あ
る
。

　
国
民
の
た
め
に

　
　
働
い
て
こ
そ
政
治
家　

　
そ
も
そ
も
首
相
が
、
自
ら
の
政
策
を
推
し

進
め
る
た
め
に
有
権
者
か
ら
の
審
判
を
仰
ぎ

た
い
と
い
う
な
ら
、
本
来
は
国
会
会
期
冒
頭

で
施
政
方
針
演
説
を
掲
げ
、
そ
れ
に
対
す
る

代
表
質
問
を
経
て
、
様
々
な
角
度
か
ら
の
議

論
を
重
ね
、
そ
の
内
容
を
国
民
に
詳
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
で
、
国
民
の
理
解
と
納
得
を

獲
得
し
て
い
く
の
が
筋
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
の
い
き
な
り
の
解
散
は
、
国
民

に
選
ば
れ
た
議
員
た
ち
の
論
戦
を
封
じ
る

物
で
あ
り
、
言
っ
て
み
れ
ば
最
高
権
力
者

で
あ
る
首
相
の
暴
挙
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
も
、
い
ざ
選
挙
戦
が
始
ま
っ
て
み

れ
ば
、
各
党
と
も
公
約
の
冒
頭
に
〝
消
費

―
皇
室
典
範
を
改
正
し
、
宮
家
と
旧
宮

家
と
の
間
の
養
子
縁
組
を
可
能
に
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
の
改
正
（
特
に
児

童
へ
の
教
育
に
関
す
る
条
文
削
除
）。

　

飲
食
料
品
の
消
費
税

0

0

0

率
を
恒
久
的
に
ゼ

ロ
％
に
す
る
。

―

　

社
会
民
主
党
は

―
消
費
税

0

0

0

率
を
ゼ
ロ
に
引
き
下
げ
。
大

企
業
の
内
部
留
保
へ
の
課
税
、
所
得
税
と

法
人
税
の
累
進
性
強
化
、
防
衛
費
引
き
下

げ
で
財
源
確
保
。
最
低
賃
金
の
全
国
一
律

１
５
０
０
円
以
上
。
労
働
時
間
規
制
緩
和

に
反
対
。

―

　

チ
ー
ム
み
ら
い
は

―
未
来
を
担
う
世
代
と
産
業
へ
の
大
胆

な
投
資
を
行
う
。
子
ど
も
の
数
に
合
わ
せ

て
親
が
払
う
税
金
を
安
く
す
る
「
子
育
て

減
税
」
を
始
め
る
。
経
済
の
パ
イ
を
大
き
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